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早
い
も
の
で
、
今
年
も
歳
末

を
控
え
る
時
節
に
な
り
ま
し
た
。  

 
 

な
に
か
事
件
が
起
き
る
た
び

に
一
喜
一
憂
す
る
の
は
余
り
賢

い
生
き
方
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

昨
今
の
よ
う
に
地
震
、風
水
害
、

子
ど
も
を
狙
っ
た
凶
悪
犯
罪
を

は
じ
め
空
き
巣
、ひ
っ
た
く
り
、

放
火
、
車
上
あ
ら
し
、
は
た
ま

た
“
オ
レ
オ
レ
詐
欺 
”
に
至

る
ま
で
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
ほ
ど
事
件
が
た
て
続
く
と
、

私
た
ち
の
身
近
に
も
「
何
が
あ

っ
て
も
決
し
て
お
か
し
く
な

い
」
と
い
っ
て
も
決
し
て
大
袈

裟
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
一
層
の
関
心
を
持
っ
て

く
だ
さ
り
、「
自
分
の
街
は
自
分

で
守
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
し
て

例
年
以
上
に
ご
注
意
を
払
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
も
、 

① 

日
常
の
ご
近
所
と
の 

お
隣
同
士
の
声
か
け
に
心

ま
し
ょ
う
。 

が
け

② 

も
し
も
の
時
に
は
一 

一
〇
番
や
一
一
九
番
が

先
ず
第
一
で
す
が
、「
チ
ョ

ッ
と
気
に
な
る
け
れ
ど
、
一

一
〇
番
を
す
る
の
は
気
が

ひ
け
る
」
と
い
っ
た
時
に
は
、

次
の
不
審
者
情
報
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。 
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‐8874
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③
と
く
に
、
子
ど
も
の

安
全
に
は
町
の
み
ん
な
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
の
事
件
で
は
、折
角
、

子
ど
も
に
も
た
せ
た
携
帯

電
話
も
命
ま
で
は
守
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

③ 

町
会
員
の
方 

で
、
お
一
人
暮
ら
し
の
方

な
ど
、
防
犯
・
防
災
に
ご

心
配
の
あ
る
方
は
、
防
犯

 

交
通
部
長
・
石
原

℡ 
3815

‐4846 

ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

私
た
ち
の
町
は
、
私
た
ち
で

守
る
と
い
う
姿
勢
が
一
層
大
切

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

十
二
月
は
何
か
と
忙
し
い
時

期
で
す
が
、
恒
例
の
歳
末
夜
回

り
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
の
で

ご
参
加
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

 

す
。

期
間
：
十
二
月
二
五
日
〜 

三
〇
日
ま
で
の
六
日

 間

集
合
：
メ
ゾ
ン
文
京
一
階 

 

時
刻
：
午
後
八
時
〜
九
時（
一 

回
巡
回
、
お
子
さ
ん
と 

の
参
加

 

も
歓
迎
で
す
）

連
絡
先
：
℡ 3815-4846

 

石
原
文
爾 

 

 

 昨
年
か
ら
新
趣
向
を
凝
ら
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
新
年
会
が

左
記
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。 

期
日
：
一
月
一
〇
日
月) 

(

成
人
の
日 

時
間
： 

午
後
六
時
〜
八
時 

会
場
： 

馥
苑
（
フ
ー
エ
ン

 

向
丘
二
丁
目
）

会
費
： 

三
千
円 

昨
年
の
新
年
会
は
、
例
年
よ

が
咲
い
て
楽
し
か
っ
た
”“
後
か

た
ず
け
の
心
配
が
な
く
て
楽
し

め
た
”等
々
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

初
顔
合
わ
せ
の
人
た
ち
も
打
ち

解
け
て
和
や
か
な
会
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
も
、
堅
苦
し
い
セ

レ
モ
ニ
ー
抜
き
で
楽
し
く
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、

沢
山
の
方
々
の
気
楽
な
お
気
持

ち
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

な
お
、
詳
細
は
追
っ
て
回
覧

等
で
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

向
丘
連
合
ま
つ
り 

 

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
で 

 

中
町
会
チ
ー
ム
優
勝
！ 

 
 
 

向
丘
地
区
町
会
連
合
会
主
催

の
第
一
三
回
ふ
れ
あ
い
向
丘
連

合
ま
つ
り
が
、
去
る
一
〇
月
二

四
日(

日)

に
晴
天
の
も
と
誠
之

小
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
中
町
会
か
ら
も

中
島
会
長
以
下
一
七
名
が
参
加
、

担
当
の
コ
マ
回
し
を
受
け
も
つ

一
方
、
恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
に
五
人
の
メ
ン
バ
ー
が

出
場
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。 (

写
真
上
掲
の
と
お
り) 

も
し
も
の
時
に 

 

新
年
会
の
企
画
が 

決
ま
り
ま
し
た 

 

今
回
も
新
し
い
出
会
い
の 

場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

 

向丘一丁目中町会ニュース  平成1６年１１月２５日発行   総務部会 
歳
末
を
控
え
防
犯
・
防
災
に
一
層
の
ご
注
意
を 

し
”の
教
訓
を
今
一
度 

“備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

き
ず
な
の
強
さ
が
何
よ
り

も
犯
罪
や
事
故
防
止
に
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
の
で
、

 
  

り
も
多
い
二
七
名
の
方
々
の
参

加
が
あ
り
、“
久
し
振
り
に
昔
馴

染
み
の
人
に
会
え
て
昔
話
に
花

今
年
も
歳
末
夜
回
り 

に
多
数
の
ご
参
加
を

水野
長方形

水野
長方形



 

一
〇
月
一
三
日(

水) 
四
町

連
合
祭
礼
打
ち
上
げ 

於
：
向

丘
地
域
セ
ン
タ
ー 

祭
事
部
担

当
四
名
が
参
加 

一
〇
月
一
三
日(

水) 
四
町

連
合
祭
礼
打
ち
上
げ 

於
：
向

丘
地
域
セ
ン
タ
ー 

祭
事
部
担

当
四
名
が
参
加 

 

一
〇
月
二
四
日(

日) 

向
丘

連
合
祭
り 

於
：
誠
之
小
学
校
、 

 

一
〇
月
二
四
日(

日) 

向
丘

連
合
祭
り 

於
：
誠
之
小
学
校
、 

一
七
名
が
参
加
。
青
少
年
部
・

婦
人
部
等
が
担
当
し
「
コ
マ
ま

わ
し
」
を
分
担
。
各
町
会
対
抗

ゲ
ー
ム
の
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
」に
出
場
し
優
勝
を
飾
る
。 

一
七
名
が
参
加
。
青
少
年
部
・

婦
人
部
等
が
担
当
し
「
コ
マ
ま

わ
し
」
を
分
担
。
各
町
会
対
抗

ゲ
ー
ム
の
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
」に
出
場
し
優
勝
を
飾
る
。 

 

一
一
月
七
日(

日) 

防
災
コ

ン
ク
ー
ル 

於
：
向
丘
高
等
学 

 

一
一
月
七
日(

日) 

防
災
コ

ン
ク
ー
ル 

於
：
向
丘
高
等
学 

  

 
行 
事 
報 

告 
落
語
会
で
の
小
は
ん
師
匠 

落
語
会
で
の
小
は
ん
師
匠 

校 

出
場
選
手
三
名
、
応
援
三

名
の
計
六
名
参
加
。
担
当
・
防

災
部
。 

校 

出
場
選
手
三
名
、
応
援
三

名
の
計
六
名
参
加
。
担
当
・
防

災
部
。 

 

一
一
月
一
三
日(

土) 

町
内

落
語
会 

於
：
向
丘
寿
会
館 

 

一
一
月
一
三
日(

土) 

町
内

落
語
会 

於
：
向
丘
寿
会
館 

 

恒
例
の
柳
家
小
は
ん
師
匠
、

さ
ん
福
師
匠
に
よ
る
町
内
落
語

会
が
三
三
名
の
参
加
者
を
得
て

和
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

恒
例
の
柳
家
小
は
ん
師
匠
、

さ
ん
福
師
匠
に
よ
る
町
内
落
語

会
が
三
三
名
の
参
加
者
を
得
て

和
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

小
は
ん
師
匠
は
、
持
ち
時
間

の
短
い
定
席
を
避
け
、
も
っ
ぱ

ら
独
演
会
な
ど
自
分
の
会
だ
け

で
粋
な
客
を
相
手
に
じ
っ
く
り

聞
か
せ
る
落
語
家
。
真
打
暦
も

二
九
年
に
及
ぶ
。
芸
風
は
古
典

を
て
い
ね
い
に
語
り
込
む
の
が

特
徴
。
日
本
舞
踊
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
余
芸
を
擁
し
て
高

座
に
華
を
添
え
る
。
着
物
姿
や

身
の
こ
な
し
が
い
か
に
も
噺
家

然
と
し
て

 

小
は
ん
師
匠
は
、
持
ち
時
間

の
短
い
定
席
を
避
け
、
も
っ
ぱ

ら
独
演
会
な
ど
自
分
の
会
だ
け

で
粋
な
客
を
相
手
に
じ
っ
く
り

聞
か
せ
る
落
語
家
。
真
打
暦
も

二
九
年
に
及
ぶ
。
芸
風
は
古
典

を
て
い
ね
い
に
語
り
込
む
の
が

特
徴
。
日
本
舞
踊
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
余
芸
を
擁
し
て
高

座
に
華
を
添
え
る
。
着
物
姿
や

身
の
こ
な
し
が
い
か
に
も
噺
家

然
と
し
て

 

師
匠
は
、
住
ま
い
の

あ
る
下
町
を
中
心
に
ひ

い
き
筋
を
広
げ
、
地
元

志
向
の
強
い
活
動
を
続

け
て
い
る
噺
家
。
年
一

回
の
恒
例
「
柳
家
小
は

ん
の
会
」
に
も
、
地
元

フ
ァ
ン
が
詰
め
掛
け
て

超
満
員
に
な
る
。
客
筋

を
ま
め
に
歩
き
回
る
小

は
ん
の
面
目
躍
如
と
言

え
る
。芸
も
同
様
で「
親

子
酒
」「
火
焔
太
鼓
」
な

ど
、
動
き
も
派
手
に
熱

演
を
み
せ
る
。 

師
匠
は
、
住
ま
い
の

あ
る
下
町
を
中
心
に
ひ

い
き
筋
を
広
げ
、
地
元

志
向
の
強
い
活
動
を
続

け
て
い
る
噺
家
。
年
一

回
の
恒
例
「
柳
家
小
は

ん
の
会
」
に
も
、
地
元

フ
ァ
ン
が
詰
め
掛
け
て

超
満
員
に
な
る
。
客
筋

を
ま
め
に
歩
き
回
る
小

は
ん
の
面
目
躍
如
と
言

え
る
。芸
も
同
様
で「
親

子
酒
」「
火
焔
太
鼓
」
な

ど
、
動
き
も
派
手
に
熱

演
を
み
せ
る
。 

い
る
。

い
る
。

脚

役

い

が

う

で

間

 

待

ご

気

あ

こ

と

て

ど

は

ま

願

 

橋

 

  
        

 
 

諸
会
費
・
町
会
負
担
金 

 

支
出
状
況 

一
〇
月
八
日 

防
火
女

部 

一
〇
月
八
日 

防
火
女

部 

性

視
察
研
修
会
費 

一
万
円(@

五

千
円
×
二
名) 

性

視
察
研
修
会
費 

一
万
円(@

五

千
円
×
二
名) 

十
一
月
九
日 

町
連
役
員
宿

泊
研
修
会
費 

四
万
円(@

二
万

円
×
二
名) 

十
一
月
九
日 

町
連
役
員
宿

泊
研
修
会
費 

四
万
円(@

二
万

円
×
二
名) 

十
一
月
九
日 

新
潟
県
中
越

地
震
義
援
金 

三
万
円
（
予
備

費
よ
り
支
出
）
平
成
十
六
年
一

〇
月
二
三
日
に
新
潟
県
中
越
地

方
を
震
源
と
し
て
直
下
型
の
強

い
地
震
が
襲
い
、
多
数
の
死
傷

者
お
よ
び
建
物
の
倒
壊
等
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
被
災
者
救

援
の
た
め
、
文
京
区
長
よ
り
の

協
力
要
請
に
応
え
た
も
の
。 

十
一
月
九
日 

新
潟
県
中
越

地
震
義
援
金 

三
万
円
（
予
備

費
よ
り
支
出
）
平
成
十
六
年
一

〇
月
二
三
日
に
新
潟
県
中
越
地

方
を
震
源
と
し
て
直
下
型
の
強

い
地
震
が
襲
い
、
多
数
の
死
傷

者
お
よ
び
建
物
の
倒
壊
等
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
被
災
者
救

援
の
た
め
、
文
京
区
長
よ
り
の

協
力
要
請
に
応
え
た
も
の
。 

な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は

回
覧
等
で
町
会
員
皆
様
に
周
知

す
べ
き
こ
と
で
す
が
、
こ
の
記

事
を
も
っ
て
ご
連
絡
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は

回
覧
等
で
町
会
員
皆
様
に
周
知

す
べ
き
こ
と
で
す
が
、
こ
の
記

事
を
も
っ
て
ご
連
絡
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

十
一
月
九
日 

本
郷
清
掃
事

業
協
力
会
費 

七
一
〇
五
円 

十
一
月
九
日 

本
郷
清
掃
事

業
協
力
会
費 

七
一
〇
五
円 
 

 
 

 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

  

今
年
度
町
会
に
ご
入
会
さ
れ

た
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

わ
が
町
に
溶
け
込
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
皆
様
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す

 
 
 

 

今
年
度
町
会
に
ご
入
会
さ
れ

た
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

わ
が
町
に
溶
け
込
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
皆
様
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す

 
 
 

 

。

お
名
前
：
村
瀬 

純
様
（
会

社
員
） 

 

。

お
名
前
：
村
瀬 

純
様
（
会

社
員
） 

 

ご
住
所
：

 
 
 
 

五 

ご
住
所
：

 
 
 
 

五 向
丘
一
の
一
七
の 

 
 

向
丘
一
の
一
七
の 

 
 

ご
家
族
四
名
、
八
月
一

り
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま

第
七
班
に
所
属
す
る
こ
と

り
ま
す
。
中
町
会
あ
げ
て

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
と
と

町
会
活
動
に
ご
協
力
の
程

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

ご
家
族
四
名
、
八
月
一

り
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま

第
七
班
に
所
属
す
る
こ
と

り
ま
す
。
中
町
会
あ
げ
て

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
と
と

町
会
活
動
に
ご
協
力
の
程

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

  
  

        

町
会
員
皆
様
の
格
段
の

助
に
よ
り
、今
年
の
募
金

七
九
、
〇
〇
〇
円
に
な
り

た
。
早
速
、
東
京
都
共
同

会
へ
納
付
さ
せ
て
い
た
だ

し
た
。 

町
会
員
皆
様
の
格
段
の

助
に
よ
り
、今
年
の
募
金

七
九
、
〇
〇
〇
円
に
な
り

た
。
早
速
、
東
京
都
共
同

会
へ
納
付
さ
せ
て
い
た
だ

し
た
。 

ご
協
力
大
変
有
難
う
ご

ま
し
た
。 

ご
協
力
大
変
有
難
う
ご

ま
し
た
。 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
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割を果たそうと、隔月に一回発行してきて

ます。毎号、ご報告やお知らせ関連の記事

たくさんあるため、皆様には『官報』のよ

な味も素っ気もないものに映っているの

はないだろうかと思いながら、ついつい時

切れに迫られて発行してきています。 
この『飛脚便』をもっと面白く、次の号が

たれるものしていくために、ぜひ皆さんの

意見・ご感想をお寄せください。また、お

軽に原稿をお寄せください。こんな町会で

って欲しい、こんなこともやって欲しい、

んなことを趣味にしている、最近こんなこ

をやっている、中町会のこういう歴史知っ
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す。お忙しい毎日でしょうが、よろしくお

いたします。 
窓口は総務部・奥村(℡3811－4932)または
本(℡3815－8697)となっています。 
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